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誘発筋電図(H波）に及ぼす呼吸運動の影響
緒言
我々の生活の中で、随意運動に際して呼吸が種
々の影響を与えることはしばしば経験するところ
である。たとえば、腕ずもうをする際に息を吸い
つめて）Jを人れるとか、重い荷物を持つ時に人さ
く息を吸ってとめてから持ら上げるといった'U実
である。これは竹格筋の収縮の際ia呼吸運動が何
らかの影響を及ばしているものと考えられる。そ
こで本研究では、呼吸運動がfi格筋の収縮にいか
なる影響を与えるかを知るために誘発筋m図 (H
波）を用いて検討した。
呼吸相と H波との関連Iこついてみると、一般に
吸息中に冗進することが認められている。
Bishop, Johnson らは最大吸息中にH波の振
幅が増大し、この吸忌性咽大は吸は筋が収縮して
いるあいだ持続していろことを報告している。
殻近では、和が呼吸相とH波の関係について、
通常呼吸中では、吸息掛でn波の冗追かみられろ
と報告している。しかし、これらの研究報告の呼
吸測定にはまだまだ問題がありその研究方法の殆
んどが、サーミスター注である。サーミスター法
では、微少な呼吸位相の変化を知るととは困難で
あり．また呼吸に伴なう換気量を知ることは出来
ない。
本研究の目的は、 H波への呼吸運動の影召を知
ること、さら 1こH波の筋電位と呼吸流量との間に
どのような関連があるかを知ることである。
研究方法
今回の研究では、従米のサーミスクー法ではな
く、呼吸流速と呼吸流nをストレインゲージを使
ったトランスジューサーを用いて測定し、同時に
腔竹神経への道欠刺激によって誘発されたH波の
摂幅を測定した。実験項目は次の通りである。
A) 安静呼吸．（被験者にできるだけ意識させ
ぬようにし、リラックスさせて行なった。）
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B) 最人・呼吸．（被験者に最大呼吸を 5 回けな
っては休息をさせ、 くりかえし行なった。）
C) 過呼吸．（安静の約2-3倍で最大呼吸以
下のものを行なった。）
以上の各項FlICついて、 1 0 回ずつ計3 0 回を
l セノトとして、各被験者に約 1 50~250 回
の刺激を random に行なった。
（注）呼吸流量：呼息相においては吐き始めて
から、また吸以用において吸い始めてから刺激が
行なわれるまでの換気量をいう。
結臭および考婁
本研究では6 名の健駁な成年男子を被験者とし
て次のような結果を得た。
1) 6 名の被験者における全ての過呼吸時のH
波の抵幅には、呼吸流量との1蜀に有怠な相OOが
あるとはいえなく、呼吸位相とのI川で吸息相の
H波の振幅1こ1j意な増大がみられた。 (P< 
0.0 5) 
2) 6 名中 5 名の被験者におりる安静呼吸時の
H波の販幅には打慈な吸息性培大はみられなか
った。他の 1 名においては有意な吸息性増人が
みられた。 (p< 0.0 5) 
3) 6 名巾 5 名の被験者における全ての過呼吸
時のH液の底船が安的呼吸時のH波の屈紐より、
呼g、吸Q相とも行意に大きかった (p <
0.0 5) 。他の 1 名においては一定の傾向はみ
られなかった。
4) 安静呼吸時の、呼は相においては 6 名中 3
名、吸息相においては6 名中 4 名の被験lilc.I-1
波の振幅と呼吸流爪との間に相関がみられた
(p < 0.0 5) 。その他の被験者には一定の煩
向がみられなかった。
以上のことから、 卜肢の Alpha motoneuron 
の輿奮性は、吸息相において吸忌筋の収縮してい
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る間高まる。その後呼息相に移行する際、迷よ神
経反射を通して吸息筋の弛綬がおこり、それと時
期を同じくして Alpha motoneuron の躙奮
性を左伍するものとして、僑及び延髄網様（人に存
在する呼吸巾限の脳幹綱様体を介しての運動巾枢
への影響、また呼吸筋の収縮に作用する迷走神経
巧の自律神経系の関げ、さらに呼吸筋の収縮IC.よ
る野髄レペルの motoneuron の興奮性への波
及が考えられる。また過呼吸という指示で、 意識
の集中がおこり、大脳皮門の興奮性が店まり、運
動中枢→ AI pha motoneuron の径路でそ
の興奮性が高まるととも考えられる。
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